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（ はじめに ） 

この本は「一度片づけたら絶対に元に戻らない方法」を書いた本です。 

まず「捨てる」を一気に短気に完璧に片づけてください！ 

片づけた後、仕事も家庭もなぜか人生全般がうまくいき始めるのです。 

実は人生の 8割以上を片づけに費やしてきた私の結論でもあります。 

5 才の時に主婦向けの生活雑誌を読み始めたきっかけに 15 歳から本格的に片づけ

の研究、これまでにお客様に捨ててもらった物の数は軽く 100万個を超えると思います、

これは家の中を劇的に片づけると、その人の考え方や・生き方・そして人生迄もが劇的

に変わってしまうということです。 

片づけをした事で「過去に片をつけた」からその結果人生で何が必要で何が要らない

か、何をやるべきで、何をやめるべきかハッキリ分るようになるのです。 

「一度片づけたら絶対に元に戻らない」元に戻るどころか益々きれいになっています！

“大好きなものだけに囲まれた生活”になります。 

人は誰でも完璧な片づけを一度でも体験すると人生がときめくような感覚を覚え「片づ

けたあと」に人生がドラマチックに変化していくのを実感します。 

そうすると最早二度と元の散らかった状態に戻れなくなるのです。 

第1章 片づけても・片づけても片づかないのはなぜ？ 

→片づけを習ったことがないから片づけられない・自己流の片づけになっている 

→「一気に片づけるとリバウンドする」に騙されない！一気に片づける 

→「毎日少しずつの片づけ習慣」では一生片づかない～すぐに結果が見えてくるから 

続けられるし片づけた状態がズーと維持できる 

→「完璧を目指さない」の大きな落とし穴～中途半端では一生片づかない 

→収納が上手な人ほどモノを溜める人になる 

→「場所別」はダメ「モノ別」に片づけよう 

→性格別に片づけ方法を変えても意味はない 

～片づけに必要な作業は「モノを捨てる事」と「収納場所を決める事」この二つだけ、 

 大事なのは「捨てる」が先の順番だけ 

→片づけは祭りであって毎日するものではない 

～片づけは 1回で終わらせる、片づけは「日常片づけ」と「祭り片づけ」の 2種類あり 

 「祭り片づけ」を 1日でも早く終わらせる事で、だらだら片づけない 1度で済ませる 

一度完璧に片づいた状態を劇的に体験する、と以前の散らかった状態には最早 

戻れなくなります、あなたが物の定位置を全て決めた瞬間がゴールです。 



第 2章 先ずは「捨てる」を終わらせる 

～一気に・短期に・完璧に・先ずは捨てる、を終わらせる事で誰もが感動し乍ら「二度と 

以前のような部屋には住みたくない」と 

→効率よく片づけを進めるために死守する手順は「捨てる」作業が終わるまで収納に 

ついて考えてはいけない！！片づけのコツは一気に、短期に、完璧に、そして先ず 

は“捨てる”を終わらせる！これが私の結論です。 

→モノを捨てる前に「理想の暮らし」を考える～「片づけた部屋で生活している様子」が 

ありありとイメージできる位に具体的に考える 

→触った瞬間に「ときめき」を感じるかどうか判断する 

～捨てる基準、本来片づけで選択すべきものは「残すもの」です、一つ一つ手に取って 

触る事「持っていて幸せかどうか、持っていて心がときめくか」を基準にすべきです。 

→同じカテゴリーのモノはまとめて一気に判断する事 

～コツは必ず「モノ別」に「収納から一つ残らず出して 1 ヶ所に集める」～先ずは洋服 

から・・・予想以上の量にショックを受ける、大体自分の想像より 2倍以上も多い 

→「思い出」から手を付けると必ず失敗する～人は物を捨てられないのに、まだ使える、 

有用だから、思い入れがあるから、更に手に入れにくかったり替えがきかないと思い

手放せない・スムーズに捨てる基本の順番は初めに衣類・次に本類・書籍類・小物

類・最後に思い出の品がベスト 

→捨てるものを家族に見せてはいけない 

→家族にイライラするときは自分の部屋に原因がある 

～自分のものを黙々と片づけていると、面白い変化が起き少し位は家族が散らかして 

も全く気にならない、他人の片づけられていない所を指摘したくなるのは自分の片づ

けがおろそかなサイン 

⇒自分が要らないものを家族に上げるのはやめる 

⇒片づけとは「モノを通して自分と対話する作業」で早朝の時間から始めるのがベスト 

第3章 モノ別に片づけるとこんなにうまくいく 

⇒片づけの順番～「モノ別」に必ず正しい順番で片づける」～ゴミ袋を沢山用意・初め 

に衣類・次に本類・書籍・小物類・思い出の品・衣類をカテゴリー別にトップ（シャツ・ 

セーター類）～ボトムズ（ズボン・スカート類）～かけるもの（ジャケット・スーツ・コート類）

～靴下類～下着類～バック類～小物（マフラー・ベルト・帽子等）～イベントもの（浴

衣・水着類）～靴 

⇒衣類～全ての服を先ず床に並べる（平均 160着前後）～オフシーズンの衣類から 

「次の季節にぜひ会いたいか」＝1着づつ必ず触れて判断 

⇒部屋着～捨てるのはもったいないから部屋着にするは禁句 

⇒衣類の収納～「たたむ収納術」で収納スペースの問題は解決できる、残すと決めた 

服の量は最初の 3分の 1～４分の１程になる衣類へのいたわり、いつも守ってくれて 



ありがとう！！と愛情を示して小さく折り曲げる 

⇒服のたたみ方～ピタリと収まる一番正しいたたみ方～完成図をイメージして、何処に 

何があるのか一目でわかる状態を目指す。「立てる」は収納の一番基本です。 

服にはそれぞれたたんだ時にピタリと収まる「ゴールデンポイント」が決まっている。 

ポイントは一つ 出来上がりは「出来上がりがスマートシンプルな長方形になる」後は 

4つ折りか 6つ折りにする、コツとして生地の薄いものは小さくたたみ、ふんわりと厚 

いものはゆったりとたたむ、この時に常に生地が薄い方の端を手に取りながらたたむ 

⇒衣類の並べ方～クローゼットの中にときめき感を仕込む裏ワザ「かける収納」が適し 

ているコートやスーツ・ジャケット・スカート・ワンピースを同じカテゴリーのモノは隣り 

合わせにする～洋服など右肩上がりに掛ける心地よく感じる、コート・ワンピース・ 

ジャケット・パンツ・スカート・ブラウスの順番、下から巻いて巻きずし状態に 

⇒靴下類の収納～靴下もストッキングも結んではいけない～収納は立てて入れる 

～三つ折り又は 6等分（ハイソックス）出来上がりがシンプルな長方形になる事を目指 

⇒衣替え～季節が変わっても衣替えしない収納法 

～いつでも使えるようにして入れ替えなどしない 

⇒本の片づけ方～全ての本を床に並べてみる～カテゴリー4分類＝一般書籍（読みも 

の）・実用（参考書・レシピ）・観賞用（写真集等）・雑誌～基準は「触ってときめくか」 

だけ、それ以外は捨てる 

⇒未読の本～いつか読むつもりは永遠に来ない 

⇒残すべき本～「殿堂入り」の本は迷わず手元に残す 

⇒書類整理～全部捨てるが基本で全く問題なし～契約書類・証券・保証書は例外 

⇒厄介な書類の片づけ～セミナー資料は手元にあるから安心して実行しないから 

捨てる、カードの明細は捨てる確認するだけ、年賀状は 1年分だけ、使用済み通帳 

は捨てる 

⇒小物類～ときめくものだけ残す 

～CD・DVD～スキンケア用品～メイク用品～アクセサリー類～貴重品残す（印鑑・ 

通帳・カード）～機械類（デジカメ・コード類） 

～生活用品（薬類・洗剤・ティッシュなど消耗品）～キッチン用品・食料品～その他の 

順番で整理する 

⇒小銭～合言葉は「小銭を見たら財布へ！」使う 

⇒小物類あれこれ～なんとなく置いてある「捨てるべきものたち」～プレゼント類＝あり 

がとうと言って使わないものは捨てる～携帯電話を買ったときの一式は全てプロに 

聞けばいいので捨てる、洋服の予備ボタン～長く大切にしたい洋服の場合は洋服 

の内側に縫い付け、それ以外は捨てる、壊れたテレビやラジオは捨てる 

⇒永遠に来ないお客様用フトン～捨てる 

⇒旅行用としてある化粧品サンプル～品質劣化が高いので捨てる 



⇒流行に乗って買った放置してある健康グッズ～捨てる 

⇒無料だからと言ってつい貰ったノベルティ―グッズ～迷わず捨てる 

⇒思い出品～実家を思い出品の置き場所にしない 

⇒写真～過去の思い出よりも今のモノを大事にしよう～ときめくものだけ残す 

⇒過剰ストックは人に譲る・寄付する・リサイクルショップに売る等で手放す 

～「適正量のカチンとポイント」が来るまで減らし続けるとリバウンドしない 

第4章 人生がキラキラと輝く「ときめき収納レッスン」 

⇒家にある「あらゆるものの定位置を決める」 

～決めないと散らかる可能性が一気に高まる 

⇒家族で住んでいる場合、先ずは家族別に収納スペースはキッチリ分ける      

自分の聖域は絶対に必要 

⇒積んではダメ、基本は「立て収納」する 

⇒市販の収納グッズは使う必要なし～靴の空き箱ほど優秀なグッズはない、キッチン 

の下に置き、そこに油や料理液などの調味料を置くと床の汚れが防げる、四角い箱 

モノであれば何でもよい 

⇒バックは「バッグの中に収納」すると便利・同じ種類のバッグ同士を入れるようにする 

⇒バッグは「毎日空」にする～毎日持ち歩くものの置き場を作る・箱を一つ用意する 

⇒部屋の一角を占領する大物は全部押し入れに入れる・天井には季節もの・但し段 

ボールに詰めてはダメ、天井の手前に立てて並べる（洋服収納は引き出しタイプに）

フトンは上段に下段は扇風機・ヒーター等家電製品、スーツケースやゴルフバッグ等 

⇒浴室やキッチンのシンクにはなにも置かない 

～使った後は水気を拭いて浴室外に置く・スポンジも・まな板もベランダに干す 

⇒本棚の一番上を「マイ神棚」にする～お札・お守り（持ち歩くのが基本） 

⇒「見られたくないもの」はクローゼットの中に飾る 

～タッグを外しパッケージから出し単独で収納、商品の包装シールはすぐに外す 

第5章 人生がドラマチックに変わる片づけの魔法 

⇒部屋を片付けるとなぜかやりたいことが見つかる！！ 

⇒人生をドラマチックに変える「片づけの魔法」効果～大量の名刺は捨てる、一気に 

短期に完璧に片づけを終えた人の人生は間違いなくドラマチックに変化していく 

⇒片づけられない原因は「過去に対する執着」か「未来に対する不安」から、 

ものがなくても何とかなると思えるようになる、物を捨ててクレームになったことは 1度 

もない、物を捨てる事で決断力を磨くことが出来る 

⇒おうちに挨拶していますか～私はお客様のお宅に伺って一番最初にすることは家の 

中心に正座して心の中で名前・住所・職業など自己紹介の後「…さんと家族がもっと 

もっと幸せに過ごせる空間がつくれますように」と言って一礼、この間は約 2分、片づ 

け作業する時にも作業服は来ません、きちんとした格好をする 



⇒外出から帰ったら家に「ただいま」という習慣をつける、いつも守ってくれてありがと 

う！と・・・ 

⇒あなたの持ち物はあなたの役に立ちたいと思っているので捨てるときには「わたしと 

出会ってくれてありがとう！」行っていらっしゃい！また戻ってきてね！と元気に送り 

出してあげる 

⇒お部屋と体は繋がっている～服を捨てるとお腹がスッキリして、本や書籍を捨てると 

頭が軽くなり、化粧品などコスメ関係を減らして洗面所回りがスッキリするとお肌が 

つるんつるんになる傾向がある 

⇒片づけで運気が上がる？本当か・・・引き出しの手前に色が薄く奥に行くほど色が濃 

いものが正解本当に大切なものの見分け方～本当に大切なものは光っています 

・持ち主の本音が分かります 

⇒ときめくものに囲まれた生活を送ると幸せになります！ 

⇒本当の人生は「片づけた後」に始まります！ 

                                                                       

（ 完 ） 


